にいがた協同ネット２０１９年度　第９回運営委員会議事録


（1） 開催日時：2019年2月17日（月）15：00～17：00
（2） 開催会場：新潟市中央区　万代市民会館302研修室
（3） 参加者：別紙、参加者名簿の通り
　　　　
　　30分程度の遅れが見込まれる委員が3名いることから、議事の順番を入れ替え進行することを確認した後、間副代表が進行役となり開会した。

（4） 議事 
1． 今後の活動について 
　（３）協同労働の普及・宣伝と実践について
　　　①　江花委員より、別紙、映画『Workers被災地に起つ』長岡市上映企画書等関係資料に基づき、以下の内容で報告があった。
　　　・この取り組みは、にいがた協同ネットの取り組みとしワーカーズコープをはじめ、開催地の長岡市内映画関係者、NPO等市民活動団体による「観る会」（実行委員会）をつくり市民に公報していく。
　　　・３月５日に、まちキャンパスで試写会を開催し、その１週間後に実行委員会を開催する。
　　　・幕間のトークイベントにはワーカーズコープ田中羊子理事長を要請したい。また、長岡市内在住の福島からの避難者を招待する。
　　　②　齋藤副代表より、別紙、「法制化の現状」に基づき、労働者協同組合法の取り扱いの現状について報告があった。
　　　・本日、与党法制化WTで法案が了承される運びであり、法案確定後、各党内での確認・了承を経て４月７日に法案が上程される局面を迎えている。
　　　・法案が可決された場合は２年後の施行が見込まれることから、この間に、自治体・行政などとの連携をすすめ、新たな協同労働を生み出していく「協同労働プラットホーム」の確立をはかる必要がある。
（1） 今後の協同集会開催について
（2） 公開学習会の開催について
　　・（１）・（２）については、時間の制約から次回の協議事項とした。
２．情報交換
　（１）ささえあいの地域づくり講演会（3/7ささえあい生協…佐渡市）
　　　・ささえあい生協、武田専務及び大塚所長より別紙チラシに基づき、佐渡での買い物支援と
常設居場所づくりに向けた講演会の趣旨について説明があった。
（２）休眠預金活用法の動向について
　　　　　・事務局中村より、別紙に基づき、休眠預金活用法に基づく初年度の動向について報告した。
（3） 新潟大学寄付講座開催状況について
　　・齋藤副代表より、別紙「ワーカーズコープ論」の講義についての所感、講義アンケート
　　　　に基づき、学生の反応が非常に良かったこと、また、次年度の開講も考えている旨の報告があった。
（4） 百姓塾の開催案内
　　・別紙、山田元彦元農林水産大臣の話を聞きませんか…3月14日開催のチラシを配布した。
（5） 釧路市における生活困窮者支援の取り組み
　　　・事務局中村より、別紙「生活保護革命の途上にて」を配布した。
３．その他
　　次回、運営委員会は、3月16日（月）15:00～万代市民会館308研修室で開催することとした。
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